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はじめに

本カタログは、みどりの食料システム戦略で掲げた各

目標の達成に貢献し、現場への普及が期待される技術を

まとめたものです。農業・畜産業を対象とし、近年（直

近10年程度）開発された技術と、近い将来、利用可能と

なる開発中の技術について紹介しています。

広く関係者の皆様に有用な新技術を知っていただくと

ともに、栽培暦の見直し等に際してご活用ください。ま

た、開発中技術の将来の現場普及に向けて、開発機関と

の意見交換や実証・改良を進める等、新技術の活用に向

けてご活用ください。

掲載内容の詳細につきましては、各カタログの問い合

わせ先までご連絡をお願いします。
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1 ⽔稲種⼦伝染性病害に対する温湯処理と催芽時の⽣物農薬に
よる体系防除法 1 技術 ● ● 農薬

有機農業

2 ⼟壌改良資材と薬剤散布適期連絡システムを基本としたイネ稲
こうじ病の総合防除技術 1 技術 ● 農薬

3 ⾼窒素鶏糞を活⽤した⽔稲の減化学肥料栽培 2 技術 ● ●
温室効果ガス
肥料
有機農業

4 緑肥「ヘアリーベッチ」の⽔稲向け基肥窒素供給量の簡易推定技
術 2 技術 ● ● 肥料

有機農業

5 ⼩⻨ プラスチックを使⽤しない緩効性肥料を⽤いた⽔稲および⼩⻨栽
培（硫⻩被覆肥料やウレアホルムの利⽤） 3 技術 ● 肥料

その他（プラスチック廃棄物削減）

6 耐倒伏性品種の根出し種⼦を⽤いた⽔稲無コーティング種⼦浅
層⼟中播種栽培 3 技術 ● その他（労働⽣産性）

7 早⽣で多収の直播栽培向き良質良⾷味⽔稲品種「ちほみのり」 4 品種 ● 農薬

8 ⾼機動畦畔草刈機 4 農機 ● 温室効果ガス
その他（労働⽣産性）

9 堆肥、緑肥等有機物の施⽤による⼟づくり
（緑肥を活⽤した⽔稲栽培での肥料の使⽤削減） 5 技術 ● 肥料

有機農業

10 畑作物 トラクター等農業機械の⾃動操舵システム 5 農機 ●
農薬
肥料
その他（労働⽣産性）

11 畜産 多収で栽培特性が優れ、⼀般⽶と識別性が⾼い飼料⽤⽶新品
種「ゆたかまる」 6 品種 ● ● 農薬

その他（気象災害の回避）

12 畑作 メタン発酵の副産物である消化液の液肥利⽤ 6 技術 ● 温室効果ガス
肥料

13 ⾃動運転⽥植機 7 農機 ● 温室効果ガス
その他（労働⽣産性）

14 露地野菜
果樹 バイオ炭の農地施⽤ 7 技術 ● 温室効果ガス

15 ⽔⽥の中⼲し延⻑によるメタン発⽣量の削減（ICT⽔管理シス
テムの導⼊・中⼲し期間の延⻑） 8 技術 ● 温室効果ガス

16 ⽔稲Ｖ溝乾⽥直播栽培技術 8 技術 ● 温室効果ガス

17 露地野菜 ⽔稲及び露地野菜畑における有機物施⽤による⼟壌炭素貯留
量の増加と収量向上 9 技術 ● 温室効果ガス

18 畜産 いもち病抵抗性を有する飼料⽤⽶の新品種「そらゆたか」 9 品種 ● ● 農薬

19 ⾼温登熟性に優れ、良⾷味でイネ縞葉枯病に強い⽔稲品種
「とちぎの星」 10 品種 ● ● 農薬

肥料

20 倒伏しにくく暑さに強い直播栽培向きの多収・良⾷味⽔稲品種
「しふくのみのり」 10 品種 ● ● 農薬

その他（気象災害の回避）

21 病害⾍や⾼温に強く、多収な⽔稲品種「秋はるか」 11 品種 ● ● 農薬
その他（気象災害の回避）

22 ⾼温登熟性に優れ、病害⾍複合抵抗性をもつ良⾷味の⽔稲新
品種「彩のきずな」 11 品種 ● ● 農薬

その他（気象災害の回避）
23 事前乾燥を取り⼊れた⽔稲温湯種⼦消毒 12 技術 ● 農薬

24 ペレット肥料散布機付き除草機 12 農機 ● ● ●
農薬
肥料
有機農業

番号 主な
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その他作⽬や
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25 ⽔稲の主要な発育ステージを⾯的に把握し、予測する情報発信
システム 13 技術 ● ● ● ●

農薬
肥料
その他（気象災害の回避）

26 畑作 予測を含む気象データを利⽤した⽔稲、⼩⻨、⼤⾖の栽培管理
⽀援システム 13 技術 ● ● ● ●

農薬
肥料
その他（気象災害の回避）

27 育苗期のもみ枯細菌病の発病を抑制する有機物含量の⾼い軽
量育苗培⼟の利⽤ 14 技術 ● ● 農薬

有機農業

28 秋の⽥起こしと冬の湛⽔によるニカメイガの防除法 14 技術 ● ● 農薬
有機農業

29 ⼤規模⽔稲経営における農業ブルドーザとドローンを活⽤したス
マート農業技術体系 15 農機 ●

農薬
肥料
その他（労働⽣産性）

30 栽培⽀援装置「クロップナビ」によるイネいもち病（葉いもち）の発
⽣予察 15 技術 ● ● 農薬

31 畜産 苗箱全量基肥肥料「苗箱まかせ」を⽤いた飼料⽤⽶「夢あおば」
の省⼒多収栽培技術 16 技術 ● ● 肥料

32 デジタル画像化したCOD簡易⽐⾊値から⽔⽥⼟壌の可給態窒
素量がわかる 16 技術 ● ● 肥料

有機農業

33 畑作
露地野菜

インターネットで簡単に肥料計算ができる施肥設計⽀援システム
「施肥なび」 17 技術 ● 肥料

34 ⽔⽥⼟壌のカリ収⽀を踏まえた⽔稲のカリ適正施⽤指針 17 技術 ● ● 肥料
有機農業

35 ⽔稲作におけるリン酸肥料削減の基本指針 18 技術 ● 肥料

36 普通期⽔稲に対する⽜ふん堆肥の施⽤と被覆尿素の側条施肥
による低コスト施肥法 18 技術 ● 肥料

37 マメ科緑肥（ヘアリーベッチ）の肥料代替効果を活⽤した⽔稲栽
培 19 技術 ● ● 肥料

有機農業

38 畑作 ⻨⽣育期の⽜ふん堆肥散布技術 19 技術 ● ● 肥料
有機農業

39 ⾼機能バイオ肥料を利⽤した⽔稲の増収栽培技術 20 技術 ● ● 肥料

40 ⽔稲の流し込み施肥による穂肥施⽤⽅法 20 技術 ● 肥料
その他（労働⽣産性）

41 畑作
露地野菜 有機農業実践現場の研究事例に基づく安定栽培マニュアル 21 技術 ● 有機農業

42 早期栽培「コシヒカリ」の有機栽培における中耕除草機を⽤いた
雑草防除⽅法 21 農機 ● ● 有機農業

43 ⾼能率⽔⽥⽤除草機を活⽤した⽔稲有機栽培体系 22 農機 ● ● 有機農業

44 ⾼温耐性に優れた多収の極良⾷味イネ品種「にじのきらめき」 22 品種 ● ● その他（気象災害の回避）

45 早期栽培「コシヒカリ」の中⼲しを利⽤した⽣育管理 23 技術 ● ● その他（気象災害の回避）

46 早期栽培⽔稲における⾼温登熟障害の発⽣条件と軽減対策 23 技術 ● ● その他（気象災害の回避）

⽔稲
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47 餅等の硬化が遅く、いもち病、イネ縞葉枯病に強い⽔稲糯新品
種「愛知糯126号」 24 品種 ● 農薬

48 ⽔稲の「密苗」移植栽培技術 24 技術 ● その他（労働⽣産性）

49 ⼩⻨ ⼩⻨栽培における緑肥作物の導⼊効果 25 技術 ● 肥料

50 ⼤⾖ 東北地⽅での⼤⾖品種「リュウホウ」におけるフルチアセットメチル
乳剤の使⽤⽅法の確⽴ 25 技術 ● 農薬

51 ⼩⻨ 穂発芽耐性を強化した製パン性に優れるパン⽤⼩⻨新品種「は
る⾵ふわり」 26 品種 ● その他（気象災害の回避）

52 サツマイモ サツマイモ基腐病菌の新しい検出・同定技術 26 技術 ● 農薬

53 エリアンサス 低コストでの⾼バイオマス⽣産が可能なエリアンサス品種「JES1」と
「JEC1」 27 品種 ● 温室効果ガス

54 ばれいしょ ⽬が浅く、病害⾍抵抗性が優れるばれいしょ新品種「ゆめいころ」 27 品種 ● ● 農薬

55 有機質資材の施⽤効果データベースの作成と活⽤ 28 技術 ● ●
温室効果ガス
肥料
有機農業

56 直線作業アシスト装置（GPSを使わない安価なトラクタの⾃動操
舵装置） 28 農機 ● 温室効果ガス

その他（労働⽣産性）
57 ⼩⻨ 製パン適性の優れる寒冷地向け⼩⻨新品種「夏⻩⾦」 29 品種 ● ● 農薬

58 ⼤⾖ 淡⾊味噌に好適で晩播栽培において多収の⼤⾖品種「あきまろ」 29 品種 ● 農薬

59 ⼤⾖ 納⾖加⼯適性に優れたセンチュウ抵抗性⼤⾖新品種「スズマル
Ｒ」 30 品種 ● 農薬

60 インゲンマメ 倒伏に強く多収のインゲンマメ（⾦時類）新品種「秋晴れ」 30 品種 ● ● 農薬

61 アズキ 落葉病抵抗性アズキ新品種「エリモ167」 31 品種 ● 農薬

62 サツマイモ 殺線⾍剤削減にむけた砂質⼟壌におけるサツマイモネコブセンチュ
ウ被害予測 31 技術 ● ● 農薬

63 サツマイモ 多収で病⾍害抵抗性のでん粉原料⽤カンショ「こないしん」 32 品種 ● 農薬

64 サツマイモ 緑肥を活⽤したカンショの⾼品質栽培技術 32 技術 ● ● 農薬

65 ばれいしょ ジャガイモシストセンチュウ抵抗性ばれいしょ品種「はるか」と「ピル
カ」 33 品種 ● 農薬

66 ばれいしょ 病⾍害抵抗性ばれいしょ品種「アイマサリ」 33 品種 ● 農薬

67 ばれいしょ 複合病⾍害抵抗性のばれいしょ品種「ながさき⻩⾦」 34 品種 ● 農薬

68 てんさい
ばれいしょ

畑輪作で活⽤できる⽣育履歴情報を利⽤したマップベース可変
施肥技術 34 技術 ● 肥料

69 落花⽣ トンネルを活⽤した落花⽣の乾燥⽅法 35 技術 ● ● その他（気象災害の回避）

⽔稲

畑作
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70 畑作 エダマメ
⾖類 アップカット畝⽴マルチ播種機による省⼒的播種技術 35 農機 ● その他（労働⽣産性）

71
ﾒﾛﾝ,ﾈｷﾞ,ﾚﾀｽ,
ﾊｸｻｲ,ﾌﾞﾛｯｺﾘｰ,
ﾆﾝﾆｸ,ｷｭｳﾘ,
ﾎｳﾚﾝｿｳ,ﾄﾏﾄ

転炉スラグによる⼟壌pH矯正を基本技術とした各種病害の被害
軽減 36 技術 ● ● 農薬

72 タマネギ ⽔⽥転換畑におけるタマネギべと病の発病リスク評価表を⽤いた
HeSoDiMマニュアル 36 技術 ● 農薬

73 ショウガ 露地ショウガの根茎腐敗病多発ほ場における低濃度エタノール等
を利⽤した低環境負荷処理技術の確⽴ 37 技術 ● ● 農薬

74 レンコン ドローンによるレンコン腐敗病危険度の判定と⼟壌還元消毒を組
み合わせた防除対策 37 技術 ● その他（資源循環）

75 AI等を活⽤した⼟壌病害発病ポテンシャルの診断技術の開発 38 技術 ● 農薬
有機農業

76
野菜（イチゴ等）
果樹（モモ等）
花き（キク）

AIを活⽤した病害⾍の画像診断アプリ 38 技術 ● 農薬

77 野菜作における可給態窒素レベルに応じた窒素施肥指針作成の
ための⼿引き 39 技術 ● ●

温室効果ガス
肥料
有機農業

78 マルチ下局所施肥を中⼼とした施肥改善 39 技術 ● 温室効果ガス
肥料

79 ⽣分解性マルチの導⼊ 40 技術 ● 温室効果ガス
その他（廃プラ）

80 地温情報を組み⼊れた畝⽴後太陽熱⼟壌消毒「陽熱プラス」 40 技術 ● 農薬
肥料

81 ⼟づくりと減肥のための緑肥利⽤マニュアル 41 技術 ● ● ● 肥料
有機農業

82 畑作 有機質資材の肥効⾒える化アプリ 41 技術 ● ● 肥料
有機農業

83 果樹 散⽔設備を持つ段差のある圃場への拍動灌⽔システムの導⼊⽅
法 42 技術 ● その他（労働⽣産性）

84 キャベツ等 野菜⽤⾼速局所施肥機 42 農機 ● 肥料
その他（労働⽣産性）

85 秋冬作露地野菜の可給態窒素レベルに応じた窒素施肥量の簡
易算出法 43 技術 ● 肥料

86 キャベツ
ハクサイ キャベツ、ハクサイに利⽤できる堆肥⼊りの⼀発肥料を開発 43 技術 ● 肥料

87 キャベツ ⾼能率キャベツ収穫機 44 農機 ● その他（労働⽣産性）

88 キャベツ 容易に設置可能で省⼒的なキャベツセル成型苗の底⾯給⽔育
苗技術 44 技術 ● その他（労働⽣産性）

89 ハクサイ 秋冬どりハクサイにおける⼟壌診断に基づく窒素適正施肥法 45 技術 ● 肥料

90 臭化メチル剤に頼らずに難防除⼟壌病害を管理できる野菜類の
産地適合型栽培マニュアル 45 技術 ● 農薬

91 キュウリ 露地キュウリ栽培で発⽣するCMVとWMVを同時に防除できる混
合ワクチン接種苗 46 技術 ● 農薬

92 ピーマン
トウガラシ

⼟壌病害抵抗性トウガラシ類台⽊⽤品種「台パワーZ」、「L4台
パワー」、「台ちから」 46 品種 ● 農薬

露地野菜
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93 施設園芸 ピーマン・ナス・トマトの⾼接ぎ⽊による⻘枯病の発病抑制技術 47 技術 ● 農薬

94 ナス 捕⾷性天敵タバコカスミカメをナスの周年栽培体系で利⽤する技
術「ゴマまわし」 47 技術 ● 農薬

95 ナス ⼟着天敵と天敵温存植物を利⽤した露地ナスの減農薬栽培技
術 48 技術 ● 農薬

96 ナス ２種の天敵を組み合わせた促成栽培ナスのアザミウマ類防除対
策技術 48 技術 ● 農薬

97 ナス ブロッコリーとの輪作によるナス半⾝萎凋病の発病抑制 49 技術 ● ● ● 農薬

98 ネギ
トマト

新型⾚⾊防⾍ネットを⽤いたネギ及びトマトのアザミウマ類およびコ
ナジラミ類防除 49 技術 ● 農薬

99 ネギ ネギべと病防除⽀援情報システム「ねぎべと病なび」 50 技術 ● 農薬

100 ネギ 暑さに強く濃緑⾊の⼩ネギF1品種「やまひこ」 50 技術 ● 肥料
その他（気象災害の回避）

101 ネギ 増収とリン酸減肥を可能にする定植前のネギ苗へのリン酸カリ溶
液施⽤ 51 技術 ● ● 肥料

102 ネギ 電動モータ駆動の加⼯・業務⽤葉ねぎ収穫機 51 農機 ● その他（労働⽣産性）

103 タマネギ タマネギ直播栽培における直下施肥を⽤いたリン酸肥料の減肥技
術 52 技術 ● 肥料

104 タマネギ タマネギの収穫・運搬作業を省⼒化する⾼能率収穫機と収納容
器 52 農機 ● その他（労働⽣産性）

105 ダイコン ５⽉どりダイコンのべたがけ栽培による農ビ削減 53 技術 ● 温室効果ガス
その他（労働⽣産性）

106 カボチャ 栽培の省⼒化に向けた短節間性カボチャ品種 53 技術 ● その他（労働⽣産性）

107 ホウレンソウ ⾼能率軟弱野菜調製機 54 農機 ● その他（労働⽣産性）

108 リンゴ ⼟着天敵のカブリダニ類を温存するりんご園地の下草管理⽅法 55 技術 ● 農薬

109 ニホンナシ ニホンナシにおける天敵カブリダニを主体としたハダニ類のIPM 55 技術 ● 農薬

110 ブドウ ブドウ栽培における簡易⾬よけ設置の効果 56 技術 ● 農薬
その他（労働⽣産性）

111 カンキツ カンキツにおける⼟着天敵を利⽤した害⾍防除（⼟着天敵の保
護、草⽣栽培） 56 技術 ● 農薬

112 カキ カキのわい性台⽊に利⽤できるカキ新品種「豊楽台」 57 品種 ● 農薬

113 カンキツ カンキツかいよう病に強く種⼦が少ない晩⽣新品種「瑞季」 57 品種 ● 農薬

114 オリーブ 省⼒的かつ⾼能率な⼩型オリーブ脱葉機 58 農機 ● その他（労働⽣産性）

115 カンキツ 極早⽣温州ミカンの双幹形仕⽴てによる早期成園化と管理作業
の省⼒化 58 技術 ● その他（労働⽣産性）

116 パッションフルーツ 簡易茎頂接ぎ⽊法によるパッションフルーツのウイルスフリー化技術 59 技術 ● その他（労働⽣産性）

露地野菜

果樹
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117 ニホンナシ 早期成園化と省⼒化を実現するニホンナシのジョイントＶ字トレリ
ス樹形 59 技術 ● その他（労働⽣産性）

118 ニホンスモモ 酸味が少なく糖度が⾼いニホンスモモ新品種「ハニービート」 60 品種 ● その他（労働⽣産性）

119 リンゴ リンゴ⿊星病対策⽤落葉収集機の開発（発⽣軽減のための被
害落葉収集） 60 農機 ● ● 農薬

有機農業

120 イチジク イヌビワとイチジクの種間交雑体を⽤いた株枯病抵抗性台⽊「励
広台1号」 61 品種 ● 農薬

121 “＜w天＞防除体系”天敵が主役の新しい果樹のハダニ防除技
術 61 技術 ● ● 農薬

有機農業

122 果樹の凍害を回避する新規保護資材の開発 62 技術 ● その他（気象災害の回避）

123 果樹の樹体ジョイント仕⽴てを核とした省⼒・低コスト栽培システ
ム 62 技術 ● 農薬

その他（労働⽣産性）

124 温⽔を⽤いた果樹⽩紋⽻病の治療技術 63 技術 ● ● 農薬
有機農業

125 ナシ
リンゴ 枝挿⼊法によるナシ、リンゴの⽩紋⽻病の早期診断技術 63 技術 ● 農薬

126 リンゴ リンゴ⿊星病対策を強化した春季の防除体系 64 技術 ● 農薬

127 リンゴ わい化栽培のリンゴ「ふじ」における温暖化に対応した着⾊向上の
ための窒素施肥法 64 技術 ● ● 肥料

その他（気象災害の回避）

128 リンゴ 温暖なリンゴ産地でも着⾊の良いリンゴ品種「紅みのり」、「錦秋」 65 品種 ● ● その他（気象災害の回避）

129 リンゴ ⾼温条件でも着⾊良好な早⽣リンゴ新品種「シナノリップ」 65 品種 ● その他（気象災害の回避）

130 リンゴ ⾼温年でも着⾊とみつ⼊りが安定している晩⽣リンゴ新品種「シナ
ノホッペ」 66 品種 ● その他（気象災害の回避）

131 ニホンナシ ナシ⿊星病の被害軽減のための農作業機械を⽤いた落葉処理
技術 66 技術 ● 農薬

132 ニホンナシ スマートフォンでナシ⿊星病防除を⽀援する「梨なびアプリ」の開発 67 技術 ● 農薬

133 ニホンナシ 温暖化によるニホンナシの発芽不良対策技術
（窒素施肥時期の変更による対策） 67 技術 ● ● 肥料

その他（気象災害の回避）

134 モモ ⻑期草⽣栽培によるモモ園の⼟壌有機物蓄積と果実⽣産期間
の延⻑ 68 技術 ● ● ● 肥料

有機農業

135 モモ 多⽬的防災網施設を利⽤したモモせん孔細菌病の耕種的防除
技術 68 技術 ● 農薬

136 モモ
ナシ 果⾁障害を低減する機能性果実袋の開発 69 技術 ● その他（気象災害の回避）

137 モモ モモの耐凍性台⽊「ひだ国府紅しだれ」による凍害発⽣軽減 69 品種 ● その他（気象災害の回避）

138 モモ 暖冬でも安定して⽣産できるモモ品種「さくひめ」 70 品種 ● その他（気象災害の回避）

139 ブドウ べと病耐病性を有し、ワインの⾹りが豊かな⽩ワイン⽤ブドウ新品
種「モンドブリエ」の開発 70 品種 ● 農薬

140 ブドウ 発育予測モデルと気温予報値を活⽤したブドウ「デラウェア」の発
育予測 71 技術 ● その他（気象災害の回避）

果樹
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141 ブドウ ⾼温でも容易に着⾊する極⼤粒の⿊⾊ブドウ品種「グロースク
ローネ」 71 品種 ● その他（気象災害の回避）

142 ブドウ 「シャインマスカット」の省⼒栽培技術 72 技術 ● その他（労働⽣産性）

143 カンキツ カンキツにおける農業に有⽤な⽣物多様性を保全する取組 72 技術 ● ● ● 農薬
有機農業

144 ミカン 温州ミカンの浮⽪軽減技術 73 技術 ● その他（気象災害の回避）

145 トマト 地⼒窒素に基づくトマトの追肥技術 74 技術 ● ● 肥料

146 ニラ 被覆資材を⽤いた⾼温処理によるニラのネダニ類防除 74 技術 ● 農薬

147 ニラ ハウスのニラ栽培終了後のニラ残渣に⽣存するネギネクロバネキノ
コバエの防除 75 技術 ● 有機農業

148 ⼤⽟トマト 天敵タバコカスミカメの利⽤を基幹とした施設栽培⼤⽟トマトのタ
バココナジラミ防除 75 技術 ● 農薬

149 トマト、イチゴ
施設野菜 エッジ効果を利⽤した⾊彩誘引シート 76 技術 ● 農薬

有機農業

150 果菜類 施設内環境測定値活⽤のための「週間環境データ⾃動計算シー
ト」 76 技術 ● その他（労働⽣産性）

151 ⽔稲育苗 安価かつ簡便にハウスの遠隔監視に使えるIoT機器「通い農業
⽀援システム」 77 技術 ● その他（労働⽣産性）

152 イチゴ 超⾳波を活⽤したイチゴうどんこ病発病抑制技術 77 技術 ● 農薬

153 害⾍忌避剤プロヒドロジャスモン 78 技術 ● 農薬

154 新たな多層断熱資材「ナノファイバー断熱資材」 78 技術 ● 温室効果ガス

155 園芸⽤施設への微⼩害⾍の侵⼊を抑制する新防⾍ネット 79 技術 ● 農薬

156 露地野菜
畑作、果樹 合成超⾳波によるチョウ⽬害⾍の被害低減技術 79 技術 ● ● 農薬

有機農業

157 太陽熱⼟壌消毒と焼酎粕濃縮液を組み合わせ⼟壌消毒と肥料
効果を安定させる技術（宮崎⽅式陽熱プラス） 80 技術 ● ● 農薬

肥料

158 アブラムシ防除に有効な⾶ばないナミテントウ 80 技術 ● ● 農薬
有機農業

159 養液栽培⽤養液循環システム（病原菌拡散防⽌のための膜処
理ユニットの開発） 81 技術 ● ● 肥料

160 カンキツ 「スワルスキー製剤」を⽤いた環境にやさしいミカンハダニの防除 81 技術 ● 農薬

161 トマト 植物重量モニタリング給液装置「うるおい⼒持ち」
蒸発散量モニタリング給液装置「うるおいいーら」 82 技術 ● 肥料

162 ミニトマト 結露センサーを⽤いた環境制御によるミニトマトの裂果及び好湿
性病害対策 82 技術 ● ● 農薬

163 キュウリ 施設キュウリにおけるミナミキイロアザミウマ、タバココナジラミの総合
的管理技術 83 技術 ● 農薬

果樹

施設園芸
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164 キュウリ 紫外線カットフィルムを被覆したキュウリハウスでのスワルスキーカブリ
ダニを⽤いた防除体系 83 技術 ● 農薬

165 トマト
キュウリ 低濃度エタノールを⽤いた⼟壌還元消毒法 84 技術 ● 農薬

166 キュウリ キュウリ促成栽培における基肥リン酸施⽤要否のための可給態リ
ン酸基準 84 技術 ● 肥料

167 メロン
キュウリ 防⾍ネットによるメロン退緑⻩化病対策 85 技術 ● 農薬

168 ナス
キュウリ ⾚⾊LEDによるミナミキイロアザミウマ防除 85 技術 ● 農薬

169 ナス ⽔ナス栽培における細霧冷房とCO2施⽤ 86 技術 ● その他（気象災害の回避）
170 ネギ 無加温ハウスを利⽤した夏ネギの栽培技術 86 技術 ● 温室効果ガス

171 イチゴ ⾃然エネルギーを利⽤したイチゴのクラウン温度制御 87 技術 ● 温室効果ガス

172 イチゴ 紫外線（UVB）照射によるイチゴの病害⾍防除技術 87 技術 ● 農薬

173 イチゴ イチゴ促成栽培におけるミヤコカブリダニのバンカー製剤によるハダニ
類のIPM防除技術 88 技術 ● 農薬

174 イチゴ イチゴの新たな花粉媒介昆⾍としてのヒロズキンバエ（商品名︓
ビーフライ）の利⽤ 88 技術 ● その他（気象災害の回避）

175 ピーマン 促成ピーマンにおける株元加温による設置作業の省⼒化技術 89 技術 ● 温室効果ガス

176 ニラ ニラのネダニ類に対する温⽔処理の防除効果 89 技術 ● ● 農薬
有機農業

177 シソ 結露センサーを⽤いた暖房機制御によるシソ斑点病防除 90 技術 ● 農薬

178 ミズナ ミズナ⽴枯れ症に対する短期太陽熱⼟壌消毒と不耕起栽培によ
る防除法 90 技術 ● ● 農薬

179 ミカン
マンゴー 施設果樹におけるヒートポンプ機能活⽤ 91 技術 ● 温室効果ガス

180 キク（スプレー
ギク） 夏の暑さに強い「スプレー愛知夏２号」「スプレー愛知夏３号」 92 品種 ● 農薬

その他（気象災害の回避）

181 ⽇没後（ＥＯＤ）の加温や光照射による花きの省エネルギー⽣
産技術 92 技術 ● 温室効果ガス

182 バラ 暖房費が削減できるバラ栽培のヒートポンプ利⽤⽅法 93 技術 ● 温室効果ガス

183 ガーベラ クラウン部局所加温による花きの低温期低コスト栽培技術 93 技術 ● 温室効果ガス

184 トルコギキョウ トルコギキョウの低コスト冬季計画⽣産技術 94 技術 ● 温室効果ガス

185 キク 気象変動に左右されない安定した開花特性を持つ⼩ギク品種の
育成 94 品種 ● その他（気象災害の回避）

186 サクラ類 薬剤樹幹注⼊とネット被覆によるクビアカツヤカミキリ被害の抑制 95 技術 ● 農薬

187 カーネーション ＬＥＤ電照を⽤いたカーネーションの低温管理栽培 95 技術 ● 温室効果ガス

188 カーネーション 淡ピンク花⾊で⽇持ちが極めて良いカーネーション品種「カーネアイ
ノウ１号」 96 品種 ● その他（ロス削減）

花き

果樹
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189 病害⾍複合抵抗性の緑茶⽤中⽣新品種「かなえまる」 97 品種 ● ● 農薬
有機農業

190 ⼆番茶後の剪枝による茶の炭疽病対策 97 技術 ● ● 農薬

191 ⼀酸化⼆窒素の発⽣を抑制する茶園の⼟壌管理技術 98 技術 ● 温室効果ガス

192 果樹 気温差制御による防霜ファンの省エネ化技術 98 技術 ● 温室効果ガス

193 無⼈⾃動⾛⾏作業システムを⽤いた「ロボット茶摘採機」の開発 99 農機 ● 温室効果ガス
その他（労働⽣産性）

194 チャトゲコナジラミとクワシロカイガラムシの同時防除技術 99 技術 ● 農薬

195 耐病性茶品種「さえあかり」、「せいめい」による化学農薬削減 100 品種 ● ● 農薬
有機農業

196 中⼭間地域に対応した軽トラック積載型⾃⾛式茶園管理機 100 農機 ● その他（労働⽣産性）

197 飼料作物 越夏性を向上させた⾼品質牧草品種「夏ごしペレ」 101 品種 ● その他（気象災害の回避）

198 採卵鶏 アミノ酸バランス改善飼料給与による採卵鶏の温室効果ガス・アン
モニア削減 101 技術 ● 温室効果ガス

199 アミノ酸バランス改善飼料による⽜排せつ物由来の温室効果ガス
削減 102 技術 ● 温室効果ガス

200 牧草 耐暑性、夏季病害や耐湿性に優れる寒地型牧草の新品種 102 品種 ● その他（気象災害の回避）

201 畜産排⽔からのリン回収技術 103 技術 ● 肥料

202 温室効果ガスの削減に資する堆肥の好気性強制発酵のための
装置 103 技術 ● 温室効果ガス

203 酪農
養豚

家畜排せつ物中の有⽤物質（窒素）及びエネルギーの⾼効率
な回収・活⽤技術の開発 104 技術 ● 温室効果ガス

肥料

204 家禽
豚、⽜ ⾷品製造副産物を活⽤した国産飼料の活⽤ 104 技術 ● 温室効果ガス

205 養豚 アミノ酸バランス改善飼料給与による温室効果ガス削減 105 技術 ● 温室効果ガス

206 養豚 炭素繊維リアクターによる⼀酸化⼆窒素削減 105 技術 ● 温室効果ガス

207 飼料
⽣乳 ⾃給濃厚飼料としてのイアコーンサイレージ⽣産利⽤ 106 技術 ● ● ●

温室効果ガス
有機農業
その他（飼料の国産化）

208 豚 豚の⽣産性をそこなわず霜降り豚⾁を⽣産する技術 106 技術 ● その他（⾷品ロス削減）

209 ⽜ 肥育素⽜を省⼒・低コストで⽣産できる周年親⼦放牧技術体系 107 技術 ● その他（飼料の国産化）

210 畑作 ⾼速作業が可能な不耕起対応播種機 107 農機 ● 温室効果ガス
その他（飼料の国産化）

211 アカクローバ アカクローバ晩⽣品種「アンジュ」（チモシーとの混播適性に優れる
マメ科牧草） 108 品種 ● 肥料

茶

畜産
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212 チモシー 牧草チモシー「センリョク」 108 品種 ● ● その他（飼料の国産化）

213 広域流通のための堆肥のペレット化装置 109 農機 ● ● 肥料
有機農業

214 カイコによる有⽤物質の効率的な⽣産技術 110 技術 ● 温室効果ガス

215 カイコ等の⾼いタンパク合成能⼒を活⽤した⾼機能⾮⽯油繊維
等の開発 110 技術 ● 温室効果ガス

216 耐暑性蚕品種「なつこ」の開発 111 品種 ● その他（気象災害の回避）

217 全般 農作業スケジュール管理アプリによる農薬・肥料の削減（作業の
効率化・作物の品質向上） 112 技術 ● 農薬

肥料

218 分光光度計を活⽤した⼟壌の可給態窒素簡易測定法の数値
化 112 技術 ● 肥料

有機農業

219   ⽶⻨⾖類　等 ⾼精度施肥が可能な重量計付きブロードキャスタ 113 農機 ● 肥料
有機農業

220 全て 農業法⼈における従業員の⼈材育成ガイドブック 113 技術 その他（労働⽣産性）

221 全ての農林⽔産物 機能性素材の探索と活⽤ 114 技術 ● ● その他（資源循環）

222 全ての作⽬ 電動の農業⽤追従ロボットによる農業の省⼒化・軽労化 114 農機 ● 温室効果ガス
その他（労働⽣産性）

223 混合堆肥複合肥料の製造とその利⽤（家畜ふん堆肥の肥料原
料化の促進） 115 技術 ● 肥料

224 遺伝⼦情報による重要病害⾍迅速同定法 115 技術 ● 農薬

225 マイクロ波抽出と簡易測定キットによる⼟壌養分の簡易評価⼿法 116 技術 ● 肥料

養蚕

その他

畜産
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https://www.pref.aomori.lg.jp/soshiki/nourin/nosui/files/H26Y7.pdf
https://www.pref.aomori.lg.jp/soshiki/nourin/nosui/files/H27y6.pdf
https://www.pref.aomori.lg.jp/soshiki/nourin/nosui/files/H30y8.pdf
https://www.pref.aomori.lg.jp/soshiki/nourin/nosui/files/H28y3.pdf
https://www.pref.aomori.lg.jp/soshiki/nourin/nosui/files/H28y4.pdf
https://www.naro.go.jp/publicity_report/publication/files/phomopsis-manual.pdf
https://www.pref.iwate.jp/agri/_res/projects/project_agri/_page_/002/004/804/h23shidou_22.pdf
https://www.pref.iwate.jp/agri/_res/projects/project_agri/_page_/002/004/802/h25shidou_22.pdf
https://www.naro.go.jp/publicity_report/publication/files/converter_slag_to_control_bacterial_wilt_of_tomato.pdf
https://www.naro.go.jp/publicity_report/publication/archive/files/tenro-slag-2.pdf
https://www.naro.affrc.go.jp/archive/niaes/techdoc/hesodim2/
https://hesodim.or.jp/links/


2

37

https://www.naro.go.jp/publicity_report/publication/pamphlet/tech-pamph/080354.html
https://www.agri-light-lab.co.jp/


AI

38

https://hesodim.or.jp/hesoplus/
https://www.nichino.co.jp/products/aiapp/index.html
https://wagri.naro.go.jp/api_category/pests/


3mg/100g

N2O

39

https://www.naro.go.jp/publicity_report/publication/files/carc_chissosehishishin20200331.pdf
https://www.pref.yamanashi.jp/sounou-gjt/documents/h28n2o.pdf


40

https://www.maff.go.jp/j/seisan/pura-jun/attach/pdf/index-23.pdf
https://www.naro.go.jp/publicity_report/publication/pamphlet/tech-pamph/082560.html


41

https://www.naro.go.jp/publicity_report/publication/pamphlet/tech-pamph/134374.html
https://www.naro.go.jp/publicity_report/press/laboratory/karc/140562.html


0cm
10cm

15cm

42

http://www.naro.affrc.go.jp/publicity_report/publication/pamphlet/tech-pamph/054373.html
https://www.naro.go.jp/publicity_report/publication/laboratory/naro/naro_technical_report/132497.html


43

https://www.naro.go.jp/laboratory/carc/result_digest/files
http://www.naro.affrc.go.jp/publicity_report/publication/pamphlet/tech-pamph/134396.html
https://www.pref.kagoshima.jp/ag11/
https://www.pref.okayama.jp/uploaded/life/679309_5992233_misc.pdf


44

http://www.naro.affrc.go.jp/org/brain/iam/kinpuro/kinpuro/kinpuro08-31.html
http://www.naro.affrc.go.jp/org/brain/iam/kinpuro/kinpuro/kinpuro08-31.html
https://www.maff.go.jp/j/kanbo/kihyo03/gityo/new_tech_cultivar/attach/pdf/2017-39.pdf


45

https://www.pref.ibaraki.jp/nourinsuisan/enken/seika/yasai/yosai/documents/r1yasai9.pdf
https://www.affrc.maff.go.jp/docs/pdf/syukamechiru.pdf


46

https://www.pref.kyoto.jp/nougijyutsu/documents/h2903chijihoukokuwakuchin.pdf
https://www.pref.ibaraki.jp/nourinsuisan/katoku/seika/documents/3teikousei.pdf


3mm

47

https://www.maff.go.jp/j/kanbo/kihyo03/gityo/new_tech_cultivar/2017.html
https://www.pref.tokushima.lg.jp/tafftsc/shigenkankyou/material/material_byougaityu/5025103/


48

https://www.pref.nara.jp/secure/9176/2019rojinasu-manyuaru.pdf
https://www.pref.okayama.jp/uploaded/life/444292_2985495_misc.pdf
https://www.pref.okayama.jp/uploaded/life/444292_2985496_misc.pdf


49

https://www.affrc.maff.go.jp/docs/new_technology_cultivar/2015/attach/pdf/list-8.pdf
http://www.pref.kyoto.jp/byogai/documents/negi_redcolor-net_manual.pdf
https://www.naro.go.jp/publicity_report/publication/files/SIPtomatomanual190404-2205s.pdf


50

https://www.affrc.maff.go.jp/docs/new_technology_cultivar/2015/attach/pdf/list-9.pdf
https://www.pref.chiba.lg.jp/ninaite/shikenkenkyuu/documents/h26seika-nourin27.pdf
https://www.pref.yamaguchi.lg.jp/cmsdata/f/5/b/f5b20aebc6845ef4e6ed9516b852b6ba.pdf
https://www.pref.yamaguchi.lg.jp/cmsdata/3/3/8/3387eb0fb4baa00c6547ed6882e45d9c.pdf


51

http://www.naro.affrc.go.jp/publicity_report/publication/laboratory/narc/manual/051697.html
http://gwap.intra.pref.kagawa.jp/Scripts/dneo/zwmljs.exe?_=1638832312501#page=MailView&fid=6&id=48432https://www.pref.kagawa.lg.jp/documents/23127/hanegi-vol2.pdf


52

https://www.maff.go.jp/j/kanbo/kihyo03/gityo/new_tech_cultivar/pdf/2018kobetuseika/2018_11.pdf
https://www.hro.or.jp/list/agricultural/research/tokachi/develop/technology_info/vegetable/guide_for_direct_sowing_onion_20200513.pdf
https://www.pref.fukushima.lg.jp/uploaded/attachment/433133.pdf
https://www.pref.kagawa.lg.jp/documents/23127/160720.pdf


53

https://www.pref.chiba.lg.jp/ninaite/seikafukyu/documents/05_betagake.pdf
https://www.maff.go.jp/j/kanbo/kihyo03/gityo/new_tech_cultivar/attach/pdf/2017-28.pdf


54

https://www.pref.gunma.jp/contents/100184131.pdf


8cm 2cm

4.果樹

55

https://www.naro.go.jp/publicity_report/publication/files/SOP20-052K20220818.pdf
https://www.pref.iwate.jp/agri/_res/projects/project_agri/_page_/002/004/220/r02shidou_28.pdf
https://www.pref.chiba.lg.jp/annou/documents/nihonnashi-ipm.pdf


56

https://www.pref.yamanashi.jp/kajushiken/documents/result2021-06.pdf
https://www.pref.yamanashi.jp/kajushiken/documents/3budoukaniamayoke.pdf
https://www.pref.shizuoka.jp/sangyou/sa-130/documents/669.pdf


57

https://www.sciencedirect.com/science/article/pii/S030442382030697X?via%3Dihub
https://www.pref.hiroshima.lg.jp/soshiki/30/kenkyuuseika30-2.html


58

http://kitashikoku-eng.jp/catalog.pdf
https://www.naro.go.jp/publicity_report/publication/pamphlet/tech-pamph/138903.html


59

https://www.jircas.go.jp/ja/publication/manual_guideline/passion_fruit
https://www.jircas.go.jp/ja/publication/research_results/2021_c02
https://www.naro.go.jp/publicity_report/publication/pamphlet/tech-pamph/138903.html


https://www.naro.go.jp/publicity_report/press/laboratory/nifts/
079312.html

60

https://www.naro.go.jp/publicity_report/press/laboratory/nifts/079312.html
https://www.naro.affrc.go.jp/org/tarc/seika/jyouhou/R03/kaju/R03Kaju001.pdf


61

https://www.naro.go.jp/publicity_report/publication/laboratory/naro/sop/151531.html
https://www.naro.go.jp/publicity_report/publication/laboratory/naro/sop/index.html
https://www.naro.go.jp/publicity_report/publication/pamphlet/tech-pamph/130513.html


62

https://www.pref.okayama.jp/uploaded/life/485175_3514264_misc.pdf
http://www.pref.kanagawa.jp/docs/cf7/cnt/f450008/p870833.html


63

https://www.naro.go.jp/publicity_report/publication/pamphlet/tech-pamph/080205.html
https://www.agries-nagano.jp/wp/wp-content/uploads/2016/10/2013-2-h12.pdf
https://www.agries-nagano.jp/wp/wp-content/uploads/2016/10/2008-1-h13.pdf


64

https://www.pref.aomori.lg.jp/soshiki/nourin/nosui/files/R3gattai.pdf
https://www.naro.affrc.go.jp/publicity_report/publication/pamphlet/tech-pamph/134298.html


65

https://www.naro.go.jp/project/results/4th_laboratory/nifts/2017/17_043.html
https://www.naro.go.jp/project/results/4th_laboratory/nifts/2017/17_042.html
https://www.agries-nagano.jp/wp/wp-content/uploads/2019/04/2018-2-h03.pdf


66

https://www.agries-nagano.jp/wp/wp-content/uploads/2020/12/2020-1-h01.pdf
http://taffrc.pref.toyama.jp/nsgc/engei/link_flat.phtml?TGenre_ID=336&t=pdf


9 11
12

3
3

67

https://www.pref.chiba.lg.jp/ninaite/shikenkenkyuu/documents/r2_07_04.pdf
https://www.naro.go.jp/publicity_report/publication/pamphlet/tech-pamph/133380.html


68

https://www.pref.yamanashi.jp/kajushiken/documents/sousei.pdf
https://www.pref.niigata.lg.jp/uploaded/attachment/216266.pdf


69

https://www.naro.go.jp/publicity_report/publication/pamphlet/tech-pamph/062450.html
https://www.k-agri.rd.pref.gifu.lg.jp/houkoku.html
https://www.env.go.jp/earth/ondanka/min_action_award/winners.html


70

https://www.naro.go.jp/publicity_report/publication/laboratory/nifts/report/131012.html
https://www.pref.yamanashi.jp/kajushiken/documents/h29houkoku02.pdf
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71

https://www.jstage.jst.go.jp/article/hrj/19/2/19_175/_article/-char/ja/
https://www.jstage.jst.go.jp/article/hortj/90/2/90_UTD-225/_article
https://www.maff.go.jp/j/kanbo/kihyo03/gityo/new_tech_cultivar/2021/2021seika-16.html


https://www.naro.go.jp/publicity_report/publication/files/shain_syoryoku_manual.pdf

72

https://www.naro.go.jp/publicity_report/publication/files/shain_syoryoku_manual.pdf
https://www.naro.go.jp/publicity_report/publication/files/tayosei-hozen_201803.pdf


73

https://www.naro.go.jp/publicity_report/publication/pamphlet/tech-pamph/030159.html


nougyou s@pref.tochigi.lg.jp

5.施設園芸

74

https://www.hro.or.jp/list/agricultural/center/kenkyuseika/gaiyosho/r3/f2/22.pdf
https://www.agrinet.pref.tochigi.lg.jp/nousi/seikasyu/seika39/seika_hu12nedani.pdf


https://www.pref.gunma.jp/uploaded/attachment/46037.pdf

75

https://www.pref.gunma.jp/uploaded/attachment/46037.pdf
https://www.naro.go.jp/publicity_report/publication/files/SIPtomatomanual_4cyuubu.pdf


76



77



3 6 9 14 19

78

http://www.greenjapan.co.jp/jasmometo_e.htm
https://www.naro.go.jp/publicity_report/publication/files/warc_man_NanofiberManual201802a.pdf


79

https://www.maff.go.jp/j/kanbo/kihyo03/gityo/new_tech_cultivar/2021/2021seika-09.html
https://www.naro.go.jp/publicity_report/publication/laboratory/naro/naro_technical_report/139131.html


80

https://www.naro.go.jp/publicity_report/publication/pamphlet/tech-pamph/082560.html
https://www.youtube.com/watch?v=rMZ5F2I-n1w
https://www.naro.go.jp/publicity_report/publication/pamphlet/tech-pamph/052628.html
https://www.naro.go.jp/publicity_report/publication/pamphlet/tech-pamph/130219.html


81

https://www.k-taiyo.co.jp/
https://www.pref.oita.jp/uploaded/attachment/2030678.pdf


82

https://www.maff.go.jp/j/kanbo/needs/needs/attach/pdf/tsunagi_yasai1-76.pdf
https://www.maff.go.jp/j/kanbo/needs/needs/attach/pdf/tsunagi_yasai1-28.pdf
https://www.pref.chiba.lg.jp/ninaite/seikafukyu/documents/r2_05_minitomato.pdf


83

https://www.naro.go.jp/publicity_report/publication/pamphlet/tech-pamph/060741.html
https://www.pref.kumamoto.jp/uploaded/attachment/6271.pdf


84

https://www.pref.chiba.lg.jp/ninaite/seikafukyu/documents/h2707_etanoru.pdf
https://www.naro.go.jp/publicity_report/publication/pamphlet/tech-pamph/080354.html
http://www.naro.affrc.go.jp/publicity_report/publication/files/narc_cucumber_reduceH3PO4_man.pdf


85

https://www.naro.go.jp/publicity_report/publication/pamphlet/tech-pamph/004273.html
http://www.kannousuiken-osaka.or.jp/nourin/info/doc/redled/file_contents/1912redled.pdf


CO2

86

https://www.naro.go.jp/laboratory/brain/h27kakushin/chiiki_2020_result-c212-t01.pdf
https://www.naro.go.jp/laboratory/brain/h27kakushin/chiiki_2020_result-c212-y01.pdf
https://www.pref.chiba.lg.jp/ninaite/shikenkenkyuu/documents/23r1-21.pdf


UV B

UVB
(

87

http://www.affrc.maff.go.jp/docs/pdf/2009.pdf
https://www.naro.go.jp/publicity_report/publication/pamphlet/tech-pamph/130266.html


88

https://www.pref.niigata.lg.jp/uploaded/attachment/230748.pdf
http://www.pref.nara.jp/secure/9176/bifurai20190623.pdf


nougyou s@pref.tochigi.lg.jp

89

https://www.pref.kagoshima.jp/ag11/pop-tech/nenndo/documents/48593_20201113084039-1.pdf
https://www.pref.tochigi.lg.jp/g59/new_seika/documents/sep_033_1_13.pdf
https://www.agrinet.pref.tochigi.lg.jp/nousi/seikasyu/seika39/seika_hu12nedani.pdf
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90

https://www.maff.go.jp/j/kanbo/kihyo03/gityo/new_tech_cultivar/pdf/11.pdf
https://www.pref.ibaraki.jp/nourinsuisan/enken/seika/yasai/yosai/documents/18mizuna1.pdf


CO

91

https://www.maff.go.jp/j/seisan/kankyo/ondanka/attach/pdf/index-31.pdf


https://www.affrc.maff.go.jp/docs/pdf/eod.pdf

6.花き

92

https://www.pref.aichi.jp/soshiki/nogyo-keiei/spraymum2020.html
https://www.pref.aichi.jp/soshiki/nogyo-keiei/spraymum2021.html
https://www.affrc.maff.go.jp/docs/pdf/eod.pdf


93

https://www.agri-exp.pref.shizuoka.jp/newtech/pdf/538_H22.pdf
https://www.naro.go.jp/project/results/4th_laboratory/nivfs/2019/nivfs19_s11.html


94

https://www.naro.go.jp/project/results/laboratory/flower/2013/13_026.html
https://www.naro.affrc.go.jp/archive/flower/research/files/eustoma_manual201203_1.pdf
http://www.pref.nara.jp/dd.aspx?menuid=47777


95

http://www.kannousuiken-osaka.or.jp/nourin/info/doc/2021031700057/file_contents/11tebiki.pdf
https://www.pref.chiba.lg.jp/ninaite/shikenkenkyuu/documents/h30_22.pdf


(
)

1

96

https://www.maff.go.jp/j/kanbo/kihyo03/gityo/new_tech_cultivar/attach/pdf/2017-37.pdf


7.茶

97

https://www.naro.go.jp/publicity_report/publication/pamphlet/kind-pamph/078757.html
https://www.naro.go.jp/project/results/4th_laboratory/nifts/2020/nifts20_s11.html
https://www.pref.nara.jp/secure/259589/4.pdf


98

https://www.naro.go.jp/publicity_report/publication/pamphlet/tech-pamph/057253.html
https://www.naro.go.jp/publicity_report/publication/files/vt_bousoufan_manual_20140214.pdf


99

https://www.pref.kagoshima.jp/ag11/pop-tech/nenndo/documents/56364_20201113082324-1.pdf


2020 10 22

100

https://www.naro.go.jp/publicity_report/publication/laboratory/naro/sop/136441.html
https://www.naro.go.jp/publicity_report/publication/laboratory/naro/sop/136441.html
http://www.maff.go.jp/j/kanbo/kihyo03/gityo/new_tech_cultivar/pdf/23.pdf


8.畜産

101

https://www.naro.go.jp/publicity_report/publication/pamphlet/tech-pamph/134486.html
https://www.jstage.jst.go.jp/article/chikusan/92/4/92_485/_article/-char/ja


•

•

102

https://www.naro.go.jp/project/results/5th_laboratory/nilgs/
https://www.naro.go.jp/project/results/5th_laboratory/nilgs/2021/nilgs21_s08.html
https://www.naro.go.jp/publicity_report/publication/laboratory/naro/sop/140561.html


103

https://www.jstage.jst.go.jp/article/youton/50/3/50_128/_article/-char/ja


NH3

104

https://www.naro.go.jp/project/results/laboratory/nilgs/2015/15_070.html
https://www.naro.go.jp/project/results/4th_laboratory/carc/2019/19_025.html
https://www.maff.go.jp/j/chikusan/sinko/lin/l_siryo/ecofeed.html


N2O

105

https://www.naro.go.jp/publicity_report/publication/laboratory/naro/sop/135591.html
https://www.naro.go.jp/publicity_report/press/laboratory/nilgs/131541.html


106

https://www.naro.go.jp/publicity_report/publication/files/earcornmanual.pdf
https://www.naro.go.jp/publicity_report/publication/files/earcornmanual_ver2.pdf
https://www.jstage.jst.go.jp/article/youton/56/2/56_33/_article/-char/ja/


107

https://www.naro.go.jp/publicity_report/publication/pamphlet/tech-pamph/140413.html
https://agritechno.co.jp/product/seeds/tractor/contents000426.html
http://www.maff.go.jp/j/kanbo/kihyo03/gityo/new_tech_cultivar/pdf/27.pdf


108

https://www.naro.go.jp/publicity_report/publication/files/SOP20-201K20201201.pdf
https://www.naro.go.jp/publicity_report/publication/pamphlet/tech-pamph/078866.html
http://www.hro.or.jp/list/agricultural/center/kenkyuseika/gaiyosho/r2/f0/05.pdf


0km 1 60km 100km 200km
17.0 20.0 24.0 27.0 26.7 29.7 29.9 32.9

2 18 21.5 22.9 24.5

109

https://www.maff.go.jp/j/seisan/kankyo/attach/pdf/pellet_kouiki-2.pdf


9.養蚕

110

https://www.affrc.maff.go.jp/docs/project/seika/attach/pdf/index-1.pdf
https://www.maff.go.jp/j/seisan/tokusan/attach/pdf/sannshi-2.pdf


111

http://www.silk-teikei.jp/
https://www.pref.gunma.jp/06/f0100044.html
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10.その他

112

https://www.agrihub-app.com/
https://www.naro.go.jp/publicity_report/publication/pamphlet/tech-pamph/062019.html
https://www.naro.go.jp/publicity_report/publication/pamphlet/tech- pamph/134396.html
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113

https://www.ihi.co.jp/iat/star/pdf/MGL604P-1204P.pdf
https://fmrp.rad.naro.go.jp/publish/management/HRM_Guide/
https://fmrp.rad.naro.go.jp/publish/management/job_satisfaction/
https://fmrp.rad.naro.go.jp/publish/management/HRD_Point/


114

https://www.ibrc.or.jp/activity/Research_Topics
https://www.youtube.com/watch?v=yfpXtBhStJA
https://www.youtube.com/watch?v=1-U6HXcfbcw


115

https://www.naro.go.jp/publicity_report/publication/pamphlet/tech-pamph/133583.html
https://www.affrc.maff.go.jp/docs/project/seika/attach/pdf/index-1.pdf


2021
https://www.maff.go.jp/j/kanbo/kihyo03/gityo/new_tech_cultivar/2021/2021seika 24.html

116

https://www.maff.go.jp/j/kanbo/kihyo03/gityo/new_tech_cultivar/2021/2021seika-24.html
https://www.pref.iwate.jp/_res/projects/default_project/_page_/001/026/072/dojo_kan-i_manual.pdf


Ⅱ．2030年までに利⽤可能な技術



病
⾍
害
防
除

雑
草
防
除

障
害
対
策

施
肥
管
理

⼟
壌
管
理

肥
料
化

育
種

栽
培
管
理

有
機
栽
培

移
植
栽
培

播
種

収
穫
・
調
製

⽔
管
理

資
源
再
利
⽤

汚
⽔
浄
化

飼
養
管
理

飼
料
管
理

疾
病
予
防

1 ⽔稲病害⾍発⽣予測システムの開発
（薬剤の適期散布⽀援） 117 技術 ● ● 農薬

2 ⽔稲有機栽培における雑草防除体系の確⽴
（新機構除草機と「トロトロ層」との組合せ） 117 技術 ● ● 有機農業

3 夏の暑さに強い⽔稲早⽣品種「愛知135号」 118 品種 ● ● その他（気象災害の回避）

4 ⽔稲乾⽥直播にも対応した栽培暦策定⽀援システム 118 技術 ● ● ● ● 農薬
その他（気象災害の回避）

5 ⼟壌微⽣物を介した窒素吸収を促進する⽔稲品種の育成に向
けた遺伝⼦の同定 119 品種 ● ● 肥料

6 有機資源を活⽤した施肥体系の確⽴ 119 技術 ● ● 肥料
有機農業

7 ⻨類
⼤⾖ ⾼速フェノミクスを活⽤した育種技術等の開発 120 技術 ●

温室効果ガス
農薬
肥料

8 ⻨類
⼤⾖

複数の主要病害に対する抵抗性を有し、かつ、⽣産性や品質が
優れた⽔稲、⻨類、⼤⾖品種の開発 120 品種 ● ● 農薬

9 ⾃動⾶⾏ドローンを活⽤した⽔稲の直播栽培 121 技術 ● その他（労働⽣産性）

10 交配とゲノム解析による低コスト⽣産可能な超多収良⾷味⽔稲
品種の育成 121 品種 ● ● ●

農薬
肥料
その他（気象災害の回避）

11 病害抵抗性、耐倒伏性、⾼収量、⾼アミロースの加⼯⽤⽶品種
の開発 122 品種 ● ● ● 農薬

その他（気象災害の回避）

12 ばれいしょ ふ化促進物質を利⽤したジャガイモシストセンチュウ類防除技術 123 技術 ● 農薬

13
サツマイモ
ピーマン
⾖類

地域産低コスト資材を活⽤した新規⼟壌還元消毒法 123 技術 ● ● 農薬
肥料

14
⻨類
⼤⾖

⼦実トウモロコシ
地⼒維持作物を組み⼊れた輪作体系の構築 124 技術 ● ● ● 肥料

有機農業

15 ⼤⾖ 有機⼤⾖における省⼒的・効果的雑草管理
（除草ロボットの導⼊） 124 農機 ● ●

農薬
有機農業
その他（労働⽣産性）

16 ⼤⻨
⼤⾖

広域ドローンセンシングによる⼤⻨・⼤⾖の収量向上
（ドローンセンシング技術の広域活⽤） 125 技術 ● その他（労働⽣産性）

17 サツマイモ
ダイコン

⼤規模経営に対応した局所施薬・ドローン⽤展着剤等の農薬の
作⽤効率を上げる資材・施⽤技術 125 技術 ● 農薬

18 ⼩⻨
その他

⽣産⼒向上と持続性の両⽴を実現する⽣物的硝化抑制(BNI)
強化品種の開発 126 品種 ● ● 温室効果ガス

肥料

19 可給態窒素診断のICT化 127 技術 ● ● 肥料

20 サトイモ サトイモ栽培での⽣分解性マルチ資材利⽤技術の開発 127 技術 ● ● 温室効果ガス
その他（労働⽣産性）

21
AI等を活⽤した精緻な病害⾍発⽣予察の確⽴
－IoT⾃動撮影カメラを装着した粘着式フェロモントラップによる
害⾍の発⽣消⻑把握－

128 技術 ● 農薬

番号 主な
作⽬

その他作⽬や
品⽬名

⽔稲

畑作

掲載
ページ 区分

技術分類

みどりの⾷料システム戦略
における貢献分野

防除・⽣育障害 栽培・収穫・調製など 畜産・その他⼟壌・肥料
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技術名

22 ⽔稲 除草ロボット等の開発による雑草防除の省⼒化
（電動⼩型草刈機の導⼊） 128 農機 ● ●

温室効果ガス
農薬
有機農業
その他（労働⽣産性）

23 ⼟壌の肥沃度評価に基づく適正施肥 129 技術 ● ● 肥料

24 ネギ 難防除病害ネギ⿊腐菌核病の省⼒的な総合防除対策
（輪作、アルカリ分供給と苗箱殺菌剤灌注の併⽤） 129 技術 ● ● ● 農薬

25
果樹
茶

花き
天敵カブリダニ類を核とした次世代IPM技術の開発 130 技術 ● ● 農薬

有機農業

26 ネギ ドローンリモートセンシングによる
⼤規模経営体の効率化⽀援技術の開発 130 技術 ● その他（労働⽣産性）

27 イチゴ 複合病害抵抗性を持つ⾼品質な種⼦繁殖型イチゴ品種 131 品種 ● ● 農薬
その他（労働⽣産性）

28 ショウガ 空撮データを活⽤したショウガ⼟壌病害早期発⾒技術の開発 131 技術 ● 農薬

29
茶

サトウキビ
サツマイモ

家畜ふん等有機物資源（混合堆肥複合肥料，麹菌処理豚
尿液肥）の作物⽣産における有効活⽤技術 132 技術 ● ● 肥料

30 花き バイオスティミュラント資材による作物病害⾍軽減 132 技術 ● ● 農薬
有機農業

31 ブロッコリー ドローンを活⽤したブロッコリーの収穫適期診断の確⽴ 133 技術 ● その他（労働⽣産性）

32 堆肥、緑肥等有機物の施⽤による⼟づくり 133 技術 ● ● ● ● ●

温室効果ガス
農薬
肥料
有機農業

33

オクラ
⾖類
ゴボウ

サトウキビ

露地作物における天敵等を含む⽣態系の相互作⽤を活⽤した
IPM技術 134 技術 ● ● 農薬

有機農業

34 施設園芸 化学農薬に依存しない効果的なRNA農薬の開発 134 技術 ● 農薬

35

モモ
ウメ

スモモ
サクラ
トマト
キノコ

振動を⽤いた害⾍制御技術 135 技術 ● ● 農薬
有機農業

36

ナシ
スモモ

キウイフルーツ
リンゴ

輸⼊花粉に依存しない国産花粉の安定供給システムの開発 135 技術 ● ● その他（花粉の国産化）

37 ブドウ リーフソーラーかん⽔システムによるブドウの⾼品質多収⽣産 136 技術 ● ● 肥料

38 野菜 剪定枝等の未利⽤有機物を活⽤した⼟壌炭素貯留技術 136 技術 ● ● ● 温室効果ガス

露地野菜

果樹
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技術名

39 農地⼟壌への果樹選定枝を活⽤したバイオ炭の投⼊技術の開
発 137 技術 ● ● ● 温室効果ガス

40 ブドウ ⾼温でも着⾊の良い醸造⽤ブドウ新品種「⼤阪R N-1」 137 品種 ● ● ● その他（気象災害の回避）

41
リンゴ
ナシ
茶

病害⾍の薬剤抵抗性の発達を抑制する効率的薬剤散布体系
の構築（リンゴ⿊星病を例に） 138 技術 ● ● 農薬

42 茶 化学農薬に依存しない次世代総合的病害⾍管理︓
複合耐病性品種や天敵を活⽤した果樹・茶のスマート防除 138 技術 ● ● ● 農薬

有機農業

43 アスパラガス アスパラガスにおける天敵を活⽤した環境保全型害⾍管理技術
の開発 139 品種 ● 農薬

44 ニラ 施設ニラにおけるネギアザミウマの防除技術の開発 139 技術 ● 農薬

45 トマト 複合病害抵抗性を持つ単為結果性トマト品種の開発 140 品種 ● ● 農薬

46 イチゴ
トマト ＩＣＴを活⽤したイチゴ、トマト養液システムの⾼度化 140 技術 ● ● 肥料

47 ナス ナスの蒸散量追従型給液管理技術 141 技術 ● ● 温室効果ガス
肥料

48 野菜
花き アザミウマ類の画像診断のための捕⾍画像取得法の開発 141 技術 ● 農薬

49

ピーマン
イチゴ
オオバ
トマト

天敵活⽤による園芸品⽬の害⾍防除技術の開発 142 技術 ● 農薬

50 AI等を活⽤した精緻な病害⾍発⽣予察の確⽴
スマート発病予測システムの開発 142 技術 ● ● 農薬

51 メロン 温室メロンにおける⾚⾊光照射や天敵等を組合わせたミナミキイ
ロアザミウマの総合防除 143 技術 ● 農薬

52 天敵を基幹技術とした総合的病害⾍管理技術の現場実証等を
通じた確⽴ 143 技術 ● ● ● 農薬

有機農業

53

トマト
キュウリ
パプリカ
イチゴ

光合成速度に基づいた予測技術による施設栽培環境の改善 144 技術 ● 温室効果ガス
肥料

54 ⼟壌⽔分・ECセンサによる新型かん⽔・施肥制御装置の開発 144 技術 ● ● ● 肥料

55 トマト 油脂系気⾨封鎖剤によるトマト病害⾍防除 145 技術 ● ● 農薬
有機農業

56 農業⽤⽔などの流⽔から熱を取り出す熱交換システム 145 技術 ● 温室効果ガス

57 トマト 耐暑性及び複合病害抵抗性を持つ品種の開発 146 品種 ● ● ● 農薬
その他（気象災害の回避）

58
イチゴ
ナス
ニラ

施設野菜におけるリアルタイム診断技術の開発 146 技術 ● ● 肥料

59 ピーマン 複数の⼟壌病害⾍抵抗性を有するピーマン台⽊品種の開発 147 品種 ● ● 農薬

果樹

施設園芸
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技術名

60 施設園芸 ピーマン
サヤインゲン ピーマン等の施設栽培の次世代IPM技術 147 技術 ● ● 農薬

有機農業

61 カーネーション 濃ピンク花⾊で⽇持ちが極めて良いカーネーション品種
「カーネフジ愛農１号（仮称）」 148 品種 ● ● その他（ロス削減）

62 キク キク栽培におけるIPM技術 148 技術 ● 農薬

63 キク キクの⾚⾊LEDによるアザミウマ類防除 149 技術 ● 農薬

64 カーネーション 萎凋細菌病抵抗性・耐暑性を有するカーネーション新品種の育
成 149 品種 ● ● ● 農薬

その他（気象災害の回避）

65 リンドウ ウイルス耐性リンドウの特徴づけと有⽤素材の選抜 150 技術 ● ● 農薬

66 スイートピー ⾼⽇持ち性や不良環境耐性等の有⽤形質を持つスイートピー新
品種の育成 150 品種 ● ● その他（気象災害の回避）

67 トウモロコシ イアコーン収穫⽤スナッパヘッドの現地適応化 151 農機 ● その他（飼料の国産化）

68 トウモロコシ ⼦実⽤トウモロコシ等の低コスト多収性の向上、作付・利⽤の拡
⼤ 151 技術 ● ● ● その他（飼料の国産化）

69 酪農経営における効率的ICT利⽤技術（搾乳ロボットを核とし
た省⼒型酪農システム） 152 技術 ● その他（飼料の削減）

70 牧草
トウモロコシ ドローンによるピンポイント農薬・肥料散布の普及 152 技術 ● ● ●

農薬
肥料
その他（労働⽣産性）

71 ⽜ 飼料による乳⽜ゲップ由来メタン排出の抑制 153 技術 ● 温室効果ガス

72 ⽜
豚 飼料利⽤性の⾼い家畜の改良 153 技術 ● ● その他（飼料の削減）

73 ⽜ ⽜の鳴き声を⽤いた個体識別及び発情検知 154 技術 ● その他（アニマルウェルフェア）

74 豚 ⼤規模養豚に対応した経⼝ワクチンの開発
（多機能で省⼒型の⾰新的ワクチンの開発） 154 技術 ● その他（家畜疾病の予防）

75 家畜ふん尿を利⽤したバイオガスプラントの⻑期的稼働の実証 155 技術 ● ● 温室効果ガス
肥料

76 温室効果ガス排出量が少なく、低コストな家畜排せつ物処理施
設の開発 155 技術 ● ● 温室効果ガス

77 AIやICT等を活⽤した飼養管理技術の⾼度化 156 技術 ● ● 温室効果ガス

78 ⽜ 微⽣物機能を活⽤した乳⽜のメタン削減⽣産システムの開発 156 技術 ● 温室効果ガス

79 DECS法の改良による新種ウイルスの同定 157 技術 ● 農薬

80 緑肥作物を活⽤した地⼒回復技術の開発 157 技術 ● ● ●
温室効果ガス
肥料
有機農業

81 営農型太陽光発電、バイオマス・⼩⽔⼒発電等による地産地消
型エネルギーマネジメントシステムの構築 158 技術 ● 温室効果ガス

畜産

その他

花き
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7.畜産
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https://www.naro.go.jp/publicity_report/publication/pamphlet/tech-pamph/130345.html


)

152



Ca

naroMeaDRI@ml.affrc.go.jp

•

•

0

1

2

3

4

5

0

20

40

60

80

100

120

5 15 25 35 45 55

(7
,k
g)

(k
g)

naroMeaDRI@ml.affrc.go.jp

153



1,787,941 bp
1704

naroMeaDRI@ml.affrc.go.jp
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https://www.naro.go.jp/project/results/laboratory/niah/2009/niah09-07.html
https://www.naro.go.jp/project/results/laboratory/niah/2015/15_060.html
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dsRNA
(GST DRB4*)

GST IgG sepharose

RNA dsRNA DRB4*

2 RNA(dsRNA)

(BLAST ...)

dsRNA

8.その他
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現
状
と今

後
の
課
題

み
どり
の
⾷
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
（
概
要
）

〜
⾷
料
・農
林
⽔
産
業
の
⽣
産
⼒
向
上
と持

続
性
の
両
⽴
を
イ
ノベ
ー
シ
ョン
で
実
現
〜

戦
略

的
な

取
組

⽅
向

持
続
可
能
な
⾷
料
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
向
け
、
「
み
ど
り
の
⾷
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
」
を
策
定
し
、

中
⻑
期
的
な
観
点
か
ら
、
調
達
、⽣
産
、加
⼯
流
通
、消
費
の
各
段
階
の
取
組
と

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
等
の
環
境
負
荷
軽
減
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
推
進

⽬
指
す
姿
と取

組
⽅
向

20
40

年
ま

で
に

⾰
新

的
な

技
術

・⽣
産

体
系

を
順

次
開

発
（

技
術

開
発

⽬
標

）
20

50
年

ま
で

に
⾰

新
的

な
技

術
・⽣

産
体

系
の

開
発

を
踏

ま
え

、
今

後
、「

政
策

⼿
法

の
グ

リー
ン化

」を
推

進
し、

その
社

会
実

装
を

実
現

（
社

会
実

装
⽬

標
）

※
政

策
⼿

法
の

グ
リー

ン化
︓

20
30

年
ま

で
に

施
策

の
⽀

援
対

象
を

持
続

可
能

な
⾷

料
・農

林
⽔

産
業

を
⾏

う者
に

集
中

。
20

40
年

ま
で

に
技

術
開

発
の

状
況

を
踏

ま
え

つ
つ

、補
助

事
業

に
つ

い
て

カー
ボ

ン
ニ

ュー
トラ

ル
に

対
応

す
る

こと
を

⽬
指

す
。

補
助

⾦
拡

充
、環

境
負

荷
軽

減
メニ

ュー
の

充
実

とセ
ット

で
クロ

ス
コン

プ
ライ

ア
ンス

要
件

を
充

実
。

※
⾰

新
的

技
術

・⽣
産

体
系

の
社

会
実

装
や

、持
続

可
能

な
取

組
を

後
押

しす
る

観
点

か
ら、

その
時

点
に

お
い

て
必

要
な

規
制

を
⾒

直
し。

地
産

地
消

型
エ

ネ
ル

ギ
ー

シ
ス

テ
ム

の
構

築
に

向
け

て
必

要
な

規
制

を
⾒

直
し。

持
続
的
な
産
業
基
盤
の
構
築

・輸
⼊

か
ら国

内
⽣

産
へ

の
転

換
（

肥
料

・飼
料

・原
料

調
達

）
・国

産
品

の
評

価
向

上
に

よ
る

輸
出

拡
⼤

・新
技

術
を

活
か

した
多

様
な

働
き

⽅
、⽣

産
者

の
す

そ野
の

拡
⼤

期
待
さ
れ
る
効
果

農
林
⽔
産
業
や
地
域
の
将
来
も

⾒
据
え
た
持
続
可
能
な

⾷
料
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
急
務

経
済

社
会

環
境

ア
ジ
ア
モ
ン
ス
ー
ン
地
域
の
持
続
的
な
⾷
料
シ
ス
テ
ム
の
モ
デ
ル
とし
て
打
ち
出
し、
国
際
ル
ー
ル
メ
ー
キ
ン
グ
に
参
画
（
国
連
⾷
料
シ
ス
テ
ム
サ
ミッ
ト（

20
21
年
9⽉

）
な
ど）


農

林
⽔

産
業

の
CO
2ゼ
ロ
エ
ミッ
シ
ョン
化

の
実

現


低
リス

ク農
薬

へ
の

転
換

、総
合

的
な

病
害

⾍
管

理
体

系
の

確
⽴

・普
及

に
加

え
、ネ

オ
ニコ

チ
ノイ

ド系
を

含
む

従
来

の
殺

⾍
剤

に
代

わ
る

新
規

農
薬

等
の

開
発

に
よ

り化
学
農
薬
の
使
⽤
量
（
リス
ク
換
算
）

を5
0％

低
減


輸
⼊
原
料
や
化
⽯
燃
料
を
原
料

とし
た
化
学
肥
料
の
使
⽤
量
を
30
％
低
減


耕

地
⾯

積
に

占
め

る
有
機
農
業
の
取
組
⾯
積
の
割
合
を
25
％
(1
00
万
ha
)に
拡
⼤


20

30
年

ま
で

に
⾷
品
製
造
業
の
労
働
⽣
産
性
を
最
低
３
割
向
上


20

30
年

ま
で

に
⾷

品
企

業
に

お
け

る
持
続
可
能
性
に
配
慮

した
輸
⼊
原
材
料
調
達
の
実
現
を
⽬
指
す


エ
リー
トツ
リー

等
を

林
業

⽤
苗

⽊
の
9割

以
上
に
拡
⼤


ニ
ホ
ン
ウ
ナ
ギ
、ク
ロ
マ
グ
ロ
等
の
養
殖
に
お
い
て
⼈
⼯
種
苗
⽐
率
10
0%

を実
現

○
⽣

産
者

の
減

少
・⾼

齢
化

、
地

域
コミ

ュニ
テ

ィの
衰

退
○

温
暖

化
、⼤

規
模

⾃
然

災
害

○
コロ

ナ
を

契
機

とし
た

サ
プ

ライ
チ

ェー
ン混

乱
、内

⾷
拡

⼤
○

SD
Gs

や
環

境
へ

の
対

応
強

化
○

国
際

ル
ー

ル
メー

キ
ング

へ
の

参
画

「F
ar
m
 to

 Fo
rk
戦
略

」(
20
.5
) 

20
30

年
ま

で
に

化
学

農
薬

の
使

⽤
及

び
リス

クを
50

%
減

、有
機

農
業

を
25

%
に

拡
⼤

「農
業
イ
ノベ
ー
シ
ョン
ア
ジ
ェン
ダ
」

(2
0.
2)

20
50

年
ま

で
に

農
業

⽣
産

量
40

％
増

加
と環

境
フッ

トプ
リン

ト
半

減

国
⺠
の
豊
か
な
⾷
⽣
活

地
域
の
雇
⽤
・所
得
増
⼤

・⽣
産

者
・消

費
者

が
連

携
した

健
康

的
な

⽇
本

型
⾷

⽣
活

・地
域

資
源

を
活

か
した

地
域

経
済

循
環

・多
様

な
⼈

々
が

共
⽣

す
る

地
域

社
会

将
来
に
わ
た
り安

⼼
して

暮
らせ
る
地
球
環
境
の
継
承

・環
境

と調
和

した
⾷

料
・農

林
⽔

産
業

・化
⽯

燃
料

か
らの

切
替

に
よ

る
カー

ボ
ンニ

ュー
トラ

ル
へ

の
貢

献
・化

学
農

薬
・化

学
肥

料
の

抑
制

に
よ

る
コス

ト低
減

20
50

年
ま

で
に

⽬
指

す
姿

20
30
年

取 組 ・ 技 術

20
20
年

20
40
年

20
50
年

ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン

持
続

的
発
展

革
新
的
技
術
・
生
産
体
系
の

速
や
か
な
社
会
実
装

革
新
的
技
術
・
生
産
体
系

を
順

次
開

発

開
発
さ
れ
つ
つ
あ
る

技
術
の
社
会
実
装

・



み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
（
具
体
的
な
取
組
）

～
食
料
・
農
林
水
産
業
の
生
産
力
向
上
と
持
続
性
の
両
立
を
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
実
現
～


地

産
地

消
型

エ
ネ

ル
ギ

ー
シ

ス
テ

ム
の

構
築


改

質
リグ

ニン
等

を
活

⽤
した

⾼
機

能
材

料
の

開
発


⾷

品
残

渣
・汚

泥
等

か
らの

肥
料

成
分

の
回

収
・活

⽤


新
た

な
タン

パ
ク資

源
（

昆
⾍

等
）

の
利

活
⽤

拡
⼤

１
.資

材
・エ

ネ
ル

ギ
ー

調
達

に
お

け
る

脱
輸

⼊
・

脱
炭

素
化

・環
境

負
荷

軽
減

の
推

進

（
１
）
持
続
可
能
な
資
材
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
調
達

調
達

（
２
）
地
域
・未
利
⽤
資
源
の
⼀
層
の
活
⽤
に
向
け
た
取
組

〜
期
待
さ
れ
る
取
組
・
技
術
〜

（
１
）
⾼
い
⽣
産
性
と両

⽴
す
る
持
続
的
⽣
産
体
系
へ
の
転
換

（
２
）
機
械
の
電
化
・⽔
素
化
等
、資
材
の
グ
リー
ン
化

（
３
）
地
球
に
や
さ
しい
ス
ー
パ
ー
品
種
等
の
開
発
・普
及

（
４
）
農
地
・森
林
・海
洋
へ
の
炭
素
の
⻑
期
・⼤
量
貯
蔵

（
５
）
労
働
安
全
性
・労
働
⽣
産
性
の
向
上
と⽣

産
者
の
す
そ
野
の
拡
⼤

（
６
）
⽔
産
資
源
の
適
切
な
管
理

〜
期
待
さ
れ
る
取
組
・
技
術
〜


電

⼦
タグ

（
RF

ID
）

等
の

技
術

を
活

⽤
した

商
品

・物
流

情
報

の
デ

ー
タ連

携


需
給

予
測

シ
ス

テ
ム

、マ
ッチ

ング
に

よ
る

⾷
品

ロス
削

減


⾮
接

触
で

⼈
⼿

不
⾜

に
も

対
応

した
⾃

動
配

送
陳

列

3.
ム

リ・
ム

ダの
な

い
持

続
可

能
な

加
⼯

・流
通

シ
ス

テ
ム

の
確

⽴

〜
期
待
さ
れ
る
取
組
・
技
術
〜

加
⼯

・流
通

（
３
）
⻑
期
保
存
、⻑
期
輸
送
に
対
応
した
包
装
資
材
の
開
発


国

産
品

に
対

す
る

評
価

向
上

を
通

じた
輸

出
拡

⼤

4.
環

境
に

や
さし

い
持

続
可

能
な

消
費

の
拡

⼤
や

⾷
育

の
推

進

（
１
）
⾷
品
ロ
ス
の
削
減
な
ど持

続
可
能
な
消
費
の
拡
⼤

（
２
）
消
費
者
と⽣

産
者
の
交
流
を
通
じた
相
互
理
解
の
促
進

（
３
）
栄
養
バ
ラ
ン
ス
に
優
れ
た
⽇
本
型
⾷
⽣
活
の
総
合
的
推
進

（
４
）
建
築
の
⽊
造
化
、暮
らし
の
⽊
質
化
の
推
進

（
５
）
持
続
可
能
な
⽔
産
物
の
消
費
拡
⼤

〜
期
待
さ
れ
る
取
組
・
技
術
〜

⽣
産

等

等
等

等


健

康
寿

命
の

延
伸

に
向

け
た

⾷
品

開
発

・⾷
⽣

活
の

推
進


雇
⽤
の
増
⼤


地
域
所
得
の
向
上


豊
か
な
⾷
⽣
活
の
実
現


農

林
業

機
械

・漁
船

の
電

化
等

、脱
プ

ラ⽣
産

資
材

の
開

発


バ
イオ

炭
の

農
地

投
⼊

技
術


エリ

ート
ツリ

ー等
の開

発
・普

及
、⼈

⼯
林

資
源

の循
環

利
⽤

の確
⽴


海

藻
類

に
よ

る
CO

₂固
定

化
（

ブル
ー

カー
ボ

ン）
の

推
進


外

⾒
重

視
の

⾒
直

し等
、持

続
性

を
重

視
した

消
費

の
拡

⼤

（
４
）
脱
炭
素
化
、健
康
・環
境
に
配
慮
した
⾷
品
産
業
の
競
争
⼒
強
化

（
１
）
持
続
可
能
な
輸
⼊
⾷
料
・輸
⼊
原
材
料
へ
の
切
替
え
や

環
境
活
動
の
促
進

（
２
）
デ
ー
タ
・A
Iの
活
⽤
等
に
よ
る
加
⼯
・流
通
の
合
理
化
・適
正
化

（
３
）
資
源
の
リユ
ー
ス
・リ
サ
イ
ク
ル
に
向
け
た
体
制
構
築
・技
術
開
発

２
.イ

ノベ
ー

シ
ョン

等
に

よ
る

持
続

的
⽣

産
体

制
の

構
築


ス

マ
ー

ト技
術

に
よ

る
ピン

ポ
イン

ト農
薬

散
布

、病
害

⾍
の

総
合

防
除

の
推

進
、⼟

壌
・⽣

育
デ

ー
タに

基
づ

く施
肥

管
理

消
費

・持
続
可
能
な
農
⼭
漁
村
の
創
造

・サ
プ
ラ
イ
チ
ェー
ン
全
体
を
貫
く基
盤
技
術
の

確
⽴
と連

携
（
⼈
材
育
成
、未
来
技
術
投
資
）

・森
林
・⽊
材
の
フル
活
⽤
に
よ
る
CO
2吸

収
と

固
定
の
最
⼤
化



「
み
ど
り
の
⾷
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
」
KP
I2
03
0年

⽬
標
の
設
定

〇
み
ど
り
の
⾷
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
に
掲
げ
る
20
50
年
の
⽬
指
す
姿
の
実
現
に
向
け
て
、
中
間
⽬
標
と
し
て
、
新
た
に
KP
I2
03
0年

⽬
標
を
決
定
。
（
令
和
４
年
６
⽉
21
⽇
み
ど
り
の
⾷
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
本
部
決
定
）

「み
どり
の
⾷
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
」K
PI
と⽬

標
設
定
状
況

KP
I

20
30

年
⽬

標
20

50
年

⽬
標

温 室 効 果 फ़ ५ 削 減

①
農

林
⽔

産
業

の
CO
₂ゼ
ロ
エ
ミッ
シ
ョン

化
(燃
料
燃
焼
に
よ
る
CO

2排
出
量
)

1,
48

4万
t-

CO
2（

10
.6

％
削

減
）

０
万

t-
CO

2(
10

0%
削

減
)

②
農
林
業
機
械
・漁
船
の
電
化

・⽔
素

化
等

技
術

の
確

⽴

既
に
実
⽤
化
さ
れ
て
い
る
化
⽯
燃
料
使
⽤
量
削
減
に
資
す

る
電
動
草
刈
機
、
⾃
動
操
舵
シ
ス
テ
ム
の
普
及
率
︓
50
%

２ ０ ４ ０ 年

技 術 確 ⽴

⾼
性

能
林

業
機

械
の

電
化

等
に

係
る

TR
L

TR
L 

6︓
使

⽤
環

境
に

応
じた

条
件

で
の

技
術

実
証

TR
L 

7︓
実

運
転

条
件

下
で

の
プ

ロト
タイ

プ
実

証

⼩
型

沿
岸

漁
船

に
よ

る
試

験
操

業
を

実
施

③
化

⽯
燃

料
を

使
⽤

しな
い
園
芸
施
設

へ
の

移
⾏

加
温

⾯
積

に
占

め
る

ハ
イブ

リッ
ド型

園
芸

施
設

等
の

割
合

︓
50

％
化

⽯
燃

料
を

使
⽤

しな
い

施
設

へ
の

完
全

移
⾏

④
我

が
国

の
再

エ
ネ

導
⼊

拡
⼤

に
歩

調
を

合
わ

せ
た

、
農

⼭
漁

村
に

お
け

る
再
エ
ネ

の
導

⼊

20
50

年
カー

ボ
ンニ

ュー
トラ

ル
の

実
現

に
向

け
て

、農
林

漁
業

の
健

全
な

発
展

に
資

す
る

形
で

、我
が

国
の

再
⽣

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

導
⼊

拡
⼤

に
歩

調
を

合
わ

せ
た

、農
⼭

漁
村

に
お

け
る

再
⽣

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

導
⼊

を
⽬

指
す

。

20
50

年
カー

ボ
ンニ

ュー
トラ

ル
の

実
現

に
向

け
て

、農
林

漁
業

の
健

全
な

発
展

に
資

す
る

形
で

、我
が

国
の

再
⽣

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

導
⼊

拡
⼤

に
歩

調
を

合
わ

せ
た

、農
⼭

漁
村

に
お

け
る

再
⽣

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

導
⼊

を
⽬

指
す

。

環 境 保 全

⑤
化
学
農
薬

使
⽤

量
（

リス
ク換

算
）

の
低

減
リス

ク換
算

で
10

％
低

減
11

,6
65

(リ
ス

ク換
算

値
)（

50
％

低
減

）

⑥
化
学
肥
料

使
⽤

量
の

低
減

72
万
ト
ン
（
20
％
低
減
）

63
万

トン
（

30
％

低
減

）
⑦

耕
地

⾯
積

に
占

め
る
有
機
農
業

の
割

合
6.

3万
ha

10
0万

ha
（

25
％

）

⾷ 品 産 業

⑧
事
業
系
⾷
品
ロ
ス

を
20

00
年

度
⽐

で
半

減
27

3万
トン

（
50

％
削

減
）

⑨
⾷
品
製
造
業

の
⾃

動
化

等
を

進
め

、労
働
⽣
産
性

を
向

上
6,

69
4千

円
/⼈

（
30

％
向

上
）

⑩
飲
⾷
料
品
卸
売
業

の
売

上
⾼

に
占

め
る
経
費

の
縮

減
飲

⾷
料

品
卸

売
業

の
売

上
⾼

に
占

め
る

経
費

の
割

合
︓

10
％

⑪
⾷

品
企

業
に

お
け

る
持

続
可

能
性

に
配

慮
した
輸
⼊
原
材
料
調

達
の

実
現

10
0％

林 野
⑫

林
業

⽤
苗

⽊
の

うち
エ
リー
トツ
リー

等
が

占
め

る
割

合
を

拡
⼤

⾼
層
⽊
造
の
技
術

の
確

⽴
・⽊

材
に

よ
る

炭
素

貯
蔵

の
最

⼤
化

エ
リー

トツ
リー

等
の

活
⽤

割
合

︓
30

％
90

％

⽔ 産

⑬
漁
獲
量

を
20

10
年

と同
程

度
（

44
4万

トン
）

ま
で

回
復

44
4万

トン

⑭
ニホ

ンウ
ナ

ギ
、ク

ロマ
グ

ロ等
の
養
殖

に
お

け
る

⼈
⼯

種
苗

⽐
率

養
⿂
飼
料

の
全

量
を

配
合

飼
料

給
餌

に
転

換

13
%

10
0％

64
％

10
0％



お問い合わせ先
農林⽔産省⼤⾂官房政策課技術政策室
〒100-8950 東京都千代⽥区霞が関１－２－１
TEL 03-3502-5524

令和５年５⽉作成

「みどりの⾷料システム戦略」技術カタログ（農業・畜産業編）

「みどりの⾷料システム戦略」の詳細については、農林⽔産省の
ホームページでご覧頂けます。
https://www.maff.go.jp/j/kanbo/kankyo/seisaku/midori/index.html

みどりの⾷料システム戦略
HP・説明動画
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